







Making a Support System for Education with Computer 
Using X-Window OSF/Motif 
Y吋iUEMATSU， Yoshio SATO and Takemitsu HASEGAWA 
(Received Aug. 28， 1998) 
For education with computぽ， a support system wi出 X-Windowon Unix 
workstation is cons仕uctedto enable bo白 teach町sand students to do e伍cientlya 
lot of works such as reporting， bulletining， mailing， and checking student's 
attendance. The use of OSF/Motif in cons凶 ctingGUI (Graphical User Intぽface)
is intended ωenable users to make mouse opぽationeasy. This system has a 
good security， because of constructing the system as set-user-ID program. 
Kの， J匂zぜs: Education wi出 Computer，OSF/Motif， Easy Operation， Good Security 
1 はじめに
265 
現在、福井大学工学部情報工学科では 1台の UllIXプロセッシング・サーノ"(DEC AllpllλServer82ω 
5/30ο， 6qm)と12台の Ullixワークステーション (DECAlpllλ 白川iOl250 4/266)、および 105台の





































































教官が本システムを起動すると図 Jに示す初期jウインドウがポ yプアップされる O
受講登諒レポート処理出欠席管理掲示板処理個人メール成績終了 ヘルプ j
対象授業名 i 
j情報工学演習A第一 ;情報主主事習会第一 r~I 
i1.-:1ゾ 1"'----- -1 I一t=:>-でープ : 必修工単位 H 
M&::a:-'iE===軍..・E・ 畳 前期、 l年次、水曜日、3限目、事HF函竜平戸宇一-・E ・-11'1 韻争k~48~小唱 u 、 u 世口 、 円 H Il 























































〈下工年次 .2年次 七 3年次 ./4年次
ゴ ザ日 会月 心火〈水....'7¥' <.金 会 土
¥ノ l限目 ¥.=-2限目 /.3限目 心4限目 ¥.=-5限目
;議r 心全員登録 U一部登録|〈 前半登録1 1~半登録
????
奇数登録 v 偶数登録






























































































比較し、コンパイルし、実行して評価を行なう O メインウインドウの「レポー ト処理jをクリ ックし、


















ifhotFl i a.out =u= 
exec ReportFile T¥ 








































































• CC-l111 Cコンパイルを行ない、コンパイルが成功した時には続けて実行も行なう O
• fC-l111 : FORTHANコンパイルを行ない、コンパイルが成功した時には続けて実行も行なう 0
・仰'x-dvi: LATEXコンパイルを行ない、コンパイルが成功した時には続けて実行も行なう。












OS/27 : 1312: 1334: 1356:・:1i !05/20 :1312:1334:1356: d.' 1:l: ~唱。6/10:1312:1334:1356: 1:t !06/'ω:1312:1334:1356: d.: 1:~ 
06/24 :1312 :1334:1356:・H!侃/17:1312 :1334:1356: d.: 1:~ 出欠を取る日付と時間
.¥: l107/0 
.:¥:! !07/1 



















テキストに出欠を取りたい日時を入力する。入力は、 「月/日 時:分 jの形式で入力する。正しく入

















































































































































































































































































































































訟とここここ二ごごこごこここご二二ココエー…一一目白山町一~....，...，.".:~京 1 ・ー ・.......J主
将re/sl/再再/i9'ぷ存M 山 一 ご三三--
図 21:レポー ト提出ウインドウ
4.1.2 過去提出レポート確認
過去提出 レポー ト確認機能は、今迄に提出したレポー トの確認を行なう 。レポー ト提出ウインドウ (図
21)のメニューパーにある過去提出 レポー ト確認ボタンをクリ ックする事により 、下半分が図 22に示す
フォ ームに変わる。
課題名 !report-l …締切日;市抗8/31
提出ファイル ーendJep:心 " 、提出日 (16WMK
芯fx・1:2 符
:1 優 2:5end四 p3.f H 
:!! - 2:t.5凶.f H 
:1!63点 3:z_binary.f ~ ~ 
図 22:過去に提出したレポー トの確認
280 
イバ!!IJ のリストにノ?j与に ~X: LI'， したレ ポー ト ファイル字l カ ~~ ~~:Jü iff 日イナき で衣 iJ~ さ れ、ん :i!!l J のテキス トに ì'iii








~，.，、.--..............・.... .. 田町、、、.. ，・-内，.".，............. '内.. '0.叫柄、内H旬、.... ・.......，.
x :l:send_repl.c 
E・E・-・回調副・岨E謁恒a圃圃圃圃圃園
:優:2: send_rep3. f 
- : 2 : tes t3. f 





























授業名 !情報工学演習A第一 ~~11 ごとお
掲示物 !keiji-1 掲示日時~1998/08/22 15日6
図 24:掲示板参照ウインドウ
メール送信機能は、 当該授業の担当教官に対してメ ールの送信を行なう 。メインウインドウの「個人




















[1]兜木照男，木下J麦、栄谷政己，林秀幸，安)1悦子:X -Willdow OSF /Mοtifプログラミング，日刊工業
新聞社， 199ο 
[2] Ð仰~ He lc 7'， Danicl Gilly: Mοtifプログラミング・マニュアル，ソフトパンク株式会社， 1993
[3]林秀幸:X-WilldοwOSF/Mοtifツールキットプログラミング[1] ，日刊工業新聞社， 1994 
μ] D.W.カーニハン，D.M.リッチー:プログラミング言語C第2版，共立出版株式会社， 1994 
[5]田中久貴:X-WilldοwOSF/M川ifを用いた専門教育支援システムの開発，平成4年度情報工学科卒
業論文
[6]関口研二 X-WilldowοSF/Mοtifを用いた専門教育支援システムの開発 (2九平成 G年度情報工学
科卒業論文
[7]小木曽基宏:X-Willdow OSF /Motifを用いた専門教育支援システムの開発 (3).平成 7年度情報工
学科卒業論文
[8]中橋寛之:X-Willdοw OSF /Motifを用いた専門教育支援システムの開発 (4)，平成8年度情報工学
科卒業論文
[9]上松裕司 X-WilldοwOSF/Mοtifを用いた専門教育支援システムの開発 (5)，平成 9年度情報工学
科卒業論文
282 
